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本拠点は，「人」と「機械(RT：ロボット技術)」が社会の基盤技術である「情報(IT：情報

技術)」と機能的・有機的・社会的に融合複合する技術の確立を強力に推進し，サイバネティ

クス，メカトロニクス，情報科学を中核として，ロボット工学，脳・神経科学，IT 技術，感

性・人間工学，生理学，社会科学，倫理学などの異分野を融合複合した新領域「サイバニク

ス」を創成する．ここでは，次代を支える新学術創出とイノベーションによる新産業創出，

躍動感に富むシステム改革，先端融合領域の開拓と人材育成を複合とした運営体制，新分野

開拓による業界育成と雇用創出による永続的運営形態の実現を目的とする．本事業の推進は，

少子高齢社会に直面する我が国の将来にとって，単なる IRT 基盤形成に留まらず，人間とテ

クノロジーの一体化・共依存に焦点をあてた人間・機械・情報系の融合複合研究の推進とい

う極めて重要な役割を担っている．同時に，技術革新を主導する開拓型研究者の育成だけで

なく，社会が新技術を受け入れるための条件や必要な制度についての実務教育を含め，文理

協力により当該分野を支える人材を育成するという大きな意義がある． 

このように，本拠点は，人／人間社会と各種先端テクノロジー（デバイス技術，ロボット

技術，サイボーグ技術，情報技術，生活支援技術，地域医療ネットワークシステム，地域生

活空間の IRT 化）から法律・倫理・経営までが連携・融合した世界初の壮大なプロジェクト

である．これは，技術分野や行政の壁を超えて，社会の期待に応えるべく「人／人間」と「技

術」と「社会」が密接に連携した革新的教育研究拠点形成を行い，未来開拓を推進するもの

である．ここでは，基盤技術の開発のみならず，社会の要請に合致する倫理面，法整備，安

全面，人間社会とのマッチング／感性などが，医・工・文連携によって研究初期の段階から

組み込まれる．このようなアプローチこそ，多分野を有する大学の研究の特徴の１つであり，

情報科学を基軸とした学際的先端学術の融合によるイノベーション創出に焦点をあてた，次

代を支える重要な挑戦である． 
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